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平成28年６月８日 

各  位 

 会 社 名  ア ド ア ー ズ 株 式 会 社 

 代 表 者 名  代 表 取 締 役 社 長 上 原 聖 司 

 （証券コード番号 ４７１２・JASDAQ） 

 問い合わせ先   取 締 役 杉 原 優 子 

 電 話 番 号  ０ ３ － ５ ８ ４ ３ － ８ ８ ８ ８ 

 

(訂正・数値データ訂正) 

平成28年３月期 決算短信 [日本基準]（連結）一部訂正に関するお知らせ 

 

 平成28年５月10日に公表しました「平成28年３月期 決算短信〔日本基準〕(連結)」の一部に訂正

がありましたので、下記のとおりお知らせいたします。また、数値データにも訂正がありましたので

訂正後の数値データも送信いたします。なお、訂正箇所には下線を付しております。 

 

記 

 

１．訂正理由 

平成28年３月期決算短信[日本基準]（連結）発表後から本決算確定までの間に、当社が運営するア

ミューズメント施設の店舗の閉店において将来的に発生する家賃支払いに関して、それぞれ「資産の

部（前払費用・長期前払費用）」と「負債の部（未払金・長期未払金）」の勘定科目で追加認識した

ことなどにより、連結財務諸表および個別財務諸表のそれぞれに影響するものであります。 

 

２．訂正内容 

（１）サマリー情報  

１．平成28年３月期の連結業績（平成27年４月１日～平成28年３月31日） 

（２）（参考）個別業績の概要 

１．平成28年３月期の個別業績（平成27年４月１日～平成28年３月31日） 

（３）１．経営成績・財政状態に関する分析 

（１）経営成績に関する分析 

  （２）財政状態に関する分析 

  （３）利益配分に関する基本方針および当期・次期の配当 

（４）５．連結財務諸表 

（１）連結貸借対照表 

  （２）連結損益計算書および連結包括利益計算書（連結損益計算書） 

  （２）連結損益計算書および連結包括利益計算書（連結包括利益計算書） 

（３）連結株主資本等変動計算書 当連結会計年度 

  （４）連結キャッシュフロー計算書 
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  （５）連結財務諸表に関する注記事項 ３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産 

     負債その他の項目の金額に関する情報 当連結会計年度 

   ｂ．関連情報 当連結会計年度 １．製品およびサービスごとの情報 

   ｂ．関連情報 （１株当たり情報） 

（５）６．個別財務諸表 

  （１）貸借対照表 

  （２）損益計算書 

  （３）株主資本等変動計算書 当事業年度 

 

 

（１）サマリー情報  

１．平成28年３月期の連結業績（平成27年４月１日～平成28年３月31日） 

【訂正前】 
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【訂正後】 
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（２）（参考）個別業績の概要 

１．平成28年３月期の個別業績（平成27年４月１日～平成28年３月31日） 

【訂正前】 

 

 

【訂正後】 
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（３）１．経営成績・財政状態に関する分析 

（１）経営成績に関する分析 

【訂正前】 

以上の結果、当連結会計年度における業績は、売上高22,396百万円（前期比△4.3％）、営業利益

578百万円（前期比△12.9％）、経常利益507百万円（前期比△8.0％）、親会社株主に帰属する当期

純損失1,253百万円（前期比－％）となりました。 

 

【訂正後】 

以上の結果、当連結会計年度における業績は、売上高22,396百万円（前期比△4.3％）、営業利益

578百万円（前期比△12.9％）、経常利益507百万円（前期比△8.1％）、親会社株主に帰属する当期

純損失1,241百万円（前期比－％）となりました。 

 

  [総合エンターテインメント事業] 

【訂正前】 

以上の結果、総合エンターテインメント事業の業績は、売上高14,789百万円（前期比△2.3％）、

セグメント利益693百万円（前期比△19.7％）となりました。 

 

【訂正後】 

以上の結果、総合エンターテインメント事業の業績は、売上高14,789百万円（前期比△2.3％）、

セグメント利益699百万円（前期比△19.0％）となりました。 

 

 

（３）１．経営成績・財政状態に関する分析 

  （２）財政状態に関する分析 

【訂正前】 

① 資産、負債及び純資産の状況 

当連結会計年度末の総資産額は、前連結会計年度末に比べて3,104百万円減の20,879百万円となり

ました。これは主として有形固定資産の売却による減少及び株式会社日本介護福祉グループの全株式

の譲渡によるのれん等の減損損失計上による減少によるものです。 

負債総額につきましては、前連結会計年度末に比べて1,273百万円減の11,261百万円となりました。

これは主として有利子負債の圧縮及び上記連結子会社の連結の範囲の除外によるものです。 

純資産総額につきましては、前連結会計年度末に比べて1,831百万円減の9,617百万円となりました。

これは主としてその他有価証券評価差額金の減少及び親会社株主に帰属する当期純損失によるもの

です。 

 

② キャッシュ・フローの状況 

営業活動によるキャッシュ・フローは、1,554百万円の現金及び現金同等物の獲得となりました。

これは主として減価償却費等の計上及び減損損失の計上によるものであります。 

投資活動によるキャッシュ・フローは、417百万円の資金の使用となりました。これは主として有
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形固定資産の取得によるもの及び子会社株式の売却による支出であります。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、612百万円の資金の使用となりました。これは主として有

利子負債の圧縮によるものであります。 

これら活動の結果、現金及び現金同等物の期末残高は、4,316百万円となりました。 

 

（参考）キャッシュフロー関連指標の推移 

 平成28年３月期 

自己資本比率（％） 46.1 

時価ベースの自己資本比率（％） 72.0 

債務償還年数（年） 4.9 

インタレスト・ガバレッジ・レシオ（倍） 10.2 

 

【訂正後】 

①  資産、負債及び純資産の状況 

当連結会計年度末の総資産額は、前連結会計年度末に比べて2,741百万円減の21,243百万円となり

ました。これは主として有形固定資産の売却による減少及び株式会社日本介護福祉グループの全株式

の譲渡によるのれん等の減損損失計上による減少によるものです。 

負債総額につきましては、前連結会計年度末に比べて923百万円減の11,613百万円となりました。

これは主として有利子負債の圧縮及び上記連結子会社の連結の範囲の除外によるものです。 

純資産総額につきましては、前連結会計年度末に比べて1,819百万円減の9,629百万円となりました。

これは主としてその他有価証券評価差額金の減少及び親会社株主に帰属する当期純損失によるもの

です。 

 

② キャッシュ・フローの状況 

営業活動によるキャッシュ・フローは、1,371百万円の現金及び現金同等物の獲得となりました。

これは主として減価償却費等の計上及び減損損失の計上によるものであります。 

投資活動によるキャッシュ・フローは、255百万円の資金の使用となりました。これは主として有

形固定資産の取得によるもの及び子会社株式の売却による支出であります。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、591百万円の資金の使用となりました。これは主として有

利子負債の圧縮によるものであります。 

これら活動の結果、現金及び現金同等物の期末残高は、4,316百万円となりました。 

 

（参考）キャッシュフロー関連指標の推移 

 平成28年３月期 

自己資本比率（％） 45.3 

時価ベースの自己資本比率（％） 70.8 

債務償還年数（年） 5.6 

インタレスト・ガバレッジ・レシオ（倍） 9.0 
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（３）１．経営成績・財政状態に関する分析 

  （３）利益配分に関する基本方針および当期・次期の配当 

【訂正前】 

平成28年３月期につきましては、当初２円での期末配当を予定しておりましたが、介護事業の休止

に伴う特別損失の計上に加え、店舗閉店や店舗関連資産の減損処理を実施した他、既存事業の業績等

を検討した結果、繰延税金資産の取崩しを実施したこと等により、親会社株主に帰属する当期純損失

が1,253百万円となったことを受け、総合的に勘案した結果、一株あたり１円の期末配当を実施致し

たいと考えております。なお、詳細につきましては、平成28年６月開催予定の第49回定時株主総会へ

の付議事項であります「剰余金の配当」が確定次第、速やかにお知らせいたします。 

 

【訂正後】 

平成28年３月期につきましては、当初２円での期末配当を予定しておりましたが、介護事業の休止

に伴う特別損失の計上に加え、店舗閉店や店舗関連資産の減損処理を実施した他、既存事業の業績等

を検討した結果、繰延税金資産の取崩しを実施したこと等により、親会社株主に帰属する当期純損失

が1,241百万円となったことを受け、総合的に勘案した結果、一株あたり１円の期末配当を実施致し

たいと考えております。なお、詳細につきましては、平成28年６月開催予定の第49回定時株主総会へ

の付議事項であります「剰余金の配当」が確定次第、速やかにお知らせいたします。 
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（４）５．連結財務諸表 

（１）連結貸借対照表 

【訂正前】 
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【訂正後】 
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（４）５．連結財務諸表 

  （２）連結損益計算書および連結包括利益計算書（連結損益計算書） 

【訂正前】 
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【訂正後】 
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（４）５．連結財務諸表 

  （２）連結損益計算書および連結包括利益計算書（連結包括利益計算書） 

【訂正前】 

 

 

【訂正後】 
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（４）５．連結財務諸表 

（３）連結株主資本等変動計算書 当連結会計年度 

【訂正前】 
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【訂正後】 
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（４）５．連結財務諸表 

  （４）連結キャッシュフロー計算書 

【訂正前】 
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【訂正後】 
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（５）連結財務諸表に関する注記事項 ３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産 

   負債その他の項目の金額に関する情報 当連結会計年度 

【訂正前】 
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【訂正後】 
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（４）５．連結財務諸表 

ｂ．関連情報 当連結会計年度 １．製品およびサービスごとの情報 

【訂正前】 

 

 

【訂正後】 
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（４）５．連結財務諸表 

   ｂ．関連情報 （１株当たり情報） 

【訂正前】 

 

 

【訂正後】 
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（５）６．個別財務諸表 

  （１）貸借対照表 

【訂正前】 
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【訂正後】 
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（５）６．個別財務諸表 

  （２）損益計算書 

【訂正前】 
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【訂正後】 
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（５）６．個別財務諸表 

  （３）株主資本等変動計算書 当事業年度 

【訂正前】 
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【訂正後】 

 

 

 

以上 


